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【目的】　 演者 らは先に 、 「同「 環境 に保 っ た別 々 の空間に 複数の 微生物を そ れぞ れ
一

種ず つ 生育 さ せ

る 」 と小うこ と を基本概念 と し て 、2 菌株か らな る 漉合系 を対象 と し た、ホ ロ ーフ ァ イ パーモ ジ ュ
ール

を吊い た混合培養解析装置の 開発に つ い て報告 した 1）。その 装置の 特徴は 、モ ジ ュ
ール内に 1 束 160

本 の ホ ロ ー
フ ァ イ バ ーを 2 束組み入れた ホ ロ ーフ ァ イバーモ ジュ

ール に 2 っ の培養槽を連結 し、ホ ロ ー

フ ァ イ バ ー内に 培養液を循環さ せ
，
、そ の間の 拡散に よ る物質移動に よ つ て 2 っ の 培養槽内の 環境を同

一

に 保つ と い う もの であ っ た。今回iは、そφ拡散に よる物質移動をよ り迅速に行わせ る要因を明ら か に し、

3 菌株か らなる混合系を対象と しiた混合培養解析装置 を作製 し、実 際の混合系 の解析を行？
た ．

【方法及び結巣】　 モ ジ ュ
ール内におい て 拡散に よ っ て 物質移動が行われる準め 、、その反応の磯会を多

くする こ とに よ っ て容易に物翼稿動あ速壌を大きくで き る こ とが明耕とな っ た 。 具休的には 、  モ ジ ュ

ール の 長さ （L）を長くする、  墳養液を循環する流速個 を大き くす る 、こ ζが効果的で あ り、L・6ecm
F・聖50叫ん in の条件では 15 分で1平衡の ⇔5 ％の 移動率を得る こ と が で きた 。 また細胞存在下 で も物質

移勣の速 度穏 ほとん ど 変 わ らなか っ た。
・次に 、モ ジ ュ

ール 内
幽
に ホ ロ ー

フ ァ イ バ ーを 3 東組 み 入れ 培養櫓を 3 っ 連結 した 3 菌株用の 混合培養解

折装壷を 作製 し た。3 菌株 用 の モ ジ ュ
ール で も 2 菌株用の モ ジ ュ

ール と比較 して 、同じ条件で は 物質移

動の 速度は変わらな か っ た。こ の 装置を用 い て 対酸素挙動 の 異なる 3種 の 菌株 か らな る混含系を対象と

して 、好 気 ・嫌気条件下 で 混合培農 を行 っ たと こ ろ、それぞれ の条件下での菌株の挙動の違い を迅速 に、

定量的に 把握す る こ と が で き た ．現在は 、本解析装置を薬剤 に 対する微生物の挙動を把握す るシ ス テ ム

に応用す る こ とを検討中で あ る。　　　　
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【目的】 現在 、 様 々 な閉鎖式フ ォ トバ イ オ リア ク ターが開発されて い る が 、 これ ら の リア クターを効串的 に

ス ケール ア ッ プする こ とは困難であるため、大規摸な培養へ の実用化の 例はな い 。本研究 に お い て、光合成

細胞 の増殖 に と っ て 好ましい 光環境を有 し、か つ ス ケール ア ッ プが可能なフ ォ トバ イ オ リ ア ク ターの開発を

目的と した P 　 −　　　　　　　
1
　・「

【方 法お よび結果】本実験で は光合成細胞の モデル細胞として（rltlorella　 pyrenoidosa （ン212を使用

した 。 光源として 小さい 40W 蛍光灯 を用い た 。 光合成細胞を効率的 に培養す る に は 、 単位体積当たりの 光エ

ネルギー量（Ettv）および光分布定数（Kiv）を増加する必要があり、
　C．　pyrenoidosaの培養系で は光を効率的に

利用す るたあに、光環境評価数 ［｛al ＞1・ K岡 が 0£ 萌後 の リア ク ターが好ま しい こ とを 既 に報告 した 。 こ

の 評価数を満足する リ ナ ク ター− fcつ い て 種 々 検討し た結 果、リ ア ク ター内部に 複数 の 直管型 蛍 光灯 を挿入 し、

光照射を行を う新規なフ ォ トバ イ オ リアグターを構築した 。 リ ア ク タ
ーの効率 を向上さ せ るた め に は、直管

型蛍光灯 1本で叢も効串良く培養できる空間を明らか に し、蛍光灯間の距離を決定した。 1本の蛍光灯で最

も効箪良く培養tきる空間 を最小単位と 畝 こ の単位の 数を増やすこ とに よ っ て ス ケール ア ッ プを行な っ た。

リ ア クタ
ー内の rnixing は蛍光灯に接触しない ような改良 した  peRerに よ っ て行っ た 。 蛍光灯投入用のガ ラ

ス 製ガードを取 り付ける事に よリ、蛍光灯は直接培養液に 接触せず、リア クタ
ー

の 熱殺菌巻可能に した 。

　そ の結果ll40W 蛍光蛇を光源 と して用い た場合、 最小単位の直径 、 っ まり蛍光灯間の 距離を
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すれ ば最も効串的であるこ とを明らか になっ た。 こ の リア クターに よる C 　pyrenoidosdの 培養結果 を、 代表

的な既存の 7x トバ イオリア クタ
ー

である外部照射式円筒型および in　一ル ドバ イプに よる内部照射式円筒型

に よる培養mp結果と比較 した と ころ、開発 した フ ォ トバ イオ リ ア ク ターは 光 の 利用串が高く、より実用的 で

あるこ とが吻らかとなっ た。 ま為本バ イオ リア クターは光源を長 くしたり最小巣位の 数を増やすご．とによっ

て ス tr−一ル ア ヅ ブす る こ とが 可能で ある。
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